

















































料１）によると、平成 26 年度の離職率は 10.3％と示
されており、離職率の高さが指摘されている。また、
平成27年に厚生労働省が公表した「保育士確保プラ











































































公立保育所  11園（うち１園は2名が勤務） 
私立保育所等 8園（うち１園は2名が勤務、
1園は3名が勤務） 
Ｙ市 公立保育所  6園 
合計25園 
(３) 方法 
 平成 29 年にＸ市、Ｙ市に保育職として採用さ
れた18名及びＸ市の私立保育所に採用された11









































（3） 保育歴 5,6 年以上の中堅保育者 
























(1) 人間関係      (2) 仕事内容 
(3) 仕事量        (4) 処遇 
(5) 適性          (6) 体力 
(7) プライベート   (8) その他（自由記述） 
 
「やめたいと思ったが乗り越えた理由」 
(1) 指導・援助       (2) 子どもが可愛い 
(3) 責任感         (4) 慣れてきた   




(1) 指導・援助    (2) 子どもが可愛い 
(3) 責任感       (4) やりがい   















































0・1歳児 4 名 13.8 ％
1歳児 4 名 13.8 ％
1・2歳児 3 名 10.3 ％
2歳児 9 名 31 ％
3歳児 6 名 20.7 ％
5歳児 1 名 3.4 ％




































































































































M SD M SD ｔ値
資質的
レジリエンス
41.50 7.95 46.59 5.93 1.88
獲得的
レジリエンス
32.25 3.31 36.12 3.26 3.12＊
表3．離職希望別の平均値とSDおよびt検定の結果
離職希望あり群 離職希望なし群








































M SD M SD ｔ値
職場の適合感 4.13 0.64 4.71 0.61 2.50＊
継続する自信 3.80 0.41 4.36 0.50 3.27＊
表4．資質的レジリエンス高低別の平均値とSD およびt検定の結果
資質的レジリエンス低群 資質的レジリエンス高群
＊ｐ< .05  ＊＊p< .01   
M SD M SD ｔ値
職場の適合感 4.23 0.73 4.56 0.63 1.30
継続する自信 3.76 0.44 4.31 0.48 3.18＊
表5．獲得的レジリエンス高低別の平均値とSD およびt検定の結果
獲得的レジリエンス低群 獲得的レジリエンス高群
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